
品質管理検定（QC検定）の級保持者数推移

品質
「安全」「安心」な製品サービスをお届けするため、「品質のIDEC」を実現する品質保証体制を築き、
開発・生産・販売・サービス提供に取り組んでいます。

2021年度は、4級・3級などの資格保有者が減少
しましたが、継続的なQCサークル活動や品質管理
研修の実施により、品質の問題を自ら解決・改善
できる2級保持者が7名増えました。

品質管理検定の級保持者数
（2021年11月時点）
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全社品質会議の月次開催

　グローバル化の進展にともない、生産・調達
も含めた品質への取り組みにも変革が求
められます。そこで品質関連組織が出席す
る全社品質会議を月例で開催し、連携強
化とともに品質への意識改革を図ることで、
IDECグループ全体の品質管理体制の向上
につなげています。
　また現在はコロナ禍の影響で延期していま
すが、ものづくりの品質に関わる国内外のメン
バーが海外生産拠点に集まり、品質管理・
品質改善など、種々の課題についてディス
カッション・グループワークを行い、成果や
ノウハウを共有するグローバル品質会議を
定期的に開催しています。

IDEC Quality Standard
（IDEC 品質基準）の制定

　IDECグループには、グローバルに多様な
文化・価値観を持つメンバーが存在している
ことを踏まえ、メンバー全員が、品質への責
任と使命を積極的に果たす活動を継続でき
ることを意図して、製品やサービスの品質に
対する、グループとしての考え方を統一した、
IDEC Quality Standardを制定しました。
　本基準は、IDECグループの新しい理念と
して、2019年に制定した『The IDEC Way』、
IDECグループ共通の行動指針として、2020

年に制定した「IDEC Group Code of 

Conduct」とも連動しており、IDECグループ
全体に適用しています。
　今後も本基準に基づき、グローバルでの
品質保証活動を推進していきます。

常時携帯・確認可能なように
IDEC Quality Standardをカード化 2022年2月に実施した全社品質会議の様子

品質改善の力量確認・育成を目的として、一般社
団法人日本品質管理学会が認定する品質管理
検定の受検を推奨しています。
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